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第 24 回長野大会　サテライト企画２

今、ピア・サポートの多様性と支援について考える
パネルディスカッション

　サテライト企画Ⅱでは「いま、ピア・サポー
トの多様性と支援について考える」をパネルディ
スカッション形式で行いました。
全国大会なので、全国津々浦々の実践の中から
ご発表いただける皆さんに活動報告をお願いす
るのが良い、それに長野県内の実践者も合わせ
て…という思いがありました。しかし、いざと
なると、限られた時間の中で存分にお話しして
いただくことが出来るだろうか、また、どの実
践をどの価値観で選択するのか…と悩みました。
長野県内からの発表者を探している時、長野県
ピアサポートネットワークの皆さん、ＮＰＯ法
人はらっぱの会の皆さん、築北村の和栗さんの
名前が上がりました。それぞれ、特色を持った
活動をされていて、その状況を全国の皆さんに
お伝えし、それらをふまえて全国からのご発言
をいただくという方法もあるのではないかと思
うに至りました。そんなわけで、パネルディス
カッションは、全国大会にもかかわらず、パネ
リスト全員を長野県で占めることとなりました。
それぞれの皆さんにお願いするに当たり、私自
身が訪問して大会の主旨、サテライト企画の主
旨をお話しし、皆さんの主張をお聞きして、そ
れぞれの活動、思いを紹介していただきたいと

サテライト企画担当　夏目　宏明

お願いして回りました。　はらっぱの会さんは、
歌や、劇をしたいとおっしゃられ、パネルディス
カッションの中で、どんなふうに発表していただ
いたら…と不安にも駆られましたが、それらすべ
てが固定化された価値観の突破に必要なのだと心
を定めて、思う存分おやりくださることをお願い
しました。もっとも出来るだけ持ち時間は２０分
以内でお願いします…と枠をかけてしまいました
が…
当日は、私自身が座長を務めさせていただきまし
たが、一通り皆さんが発言をし終えた段階で、私
の頭の中は正にウニ状態でした。けれど会場から
のご発言に助けられながら様々な内容で活発な意
見交換ができたと感じました。
内容は制度への取り組み、就労、自分で決めるこ
とを一番大切にしていること、恋愛、専門職の支
援についての弊害、かかわりの姿勢（野放しも含
めて）、大変な中でも頑張っていること…等々様々
な内容が出されました。パネルディスカッション
自体、４時 40 分からという遅い開始時間だった
にもかかわらず、会場は明るく和やかな雰囲気で
の意見交換の場となりました。まさに精リハ学会　
第 24 回長野大会の幕開けとしてふさわしいサテ
ライト企画となれたのではないかと思いました。



5h t t p : / / w w w . j a p r . j p      M a i l  j a p r . j i m u k y o k u @ g m a i l . c o m

長野大会学会シンポジウム

いつものことながら学会シンポジュウムは難産
であった。難産の理由はたくさんある。テーマ
の設定、演者の選定、各演者の発表趣旨。どこ
までを事前に考慮に入れ、どこからを当日の壇
上でのライブ感に期待するのか。課題は枚挙に
いとまがない。無難にまとめあげればよいもの
か、大いなる違和や不満を次回以降につなげる
ものなのか。学会シンポジュウムが終わったこ
の時点で小総括を行いたいと思う。
長野大会のテーマは、「リハビリテーションの観
点から医療の役割を考える～医師の人材育成を
中心に～」であった。
テーマ選定時には、精神科リハビリテーション
における精神科医の役割を明確にすることで、
精神科医の専門領域と精神科医が周囲から求め
られていることの乖離がはっきりして、議論す
べきことが見えてくるとよいのではないか、と
の狙いがあった。残念ながら今の若手医師はリ
ハビリテーションへの関心があまり高いように
は見受けられない。精神科医師の初期教育にお
いてリハビリテーションの重要性がどのように
伝えられているのか、或いはその初期教育が行
われていないのならば、その阻害要因は何か。
人材の教育に関しては医師だけの問題ではない
が、リハビリテーションは、その初期に医療が
大きく関与するからである。そのため日本の初
期研修を率えたばかりの医師の実体験に基づく
感触・感想、彼を指導する指導医の意図や望む事、
海外の例も紹介し、もしも医師の育成システム
が一部の欧米諸国とそれほど違いがないとすれ
ば、医師の育成や役割だけで乖離の現実が解決
するような問題ではない事もわかってくるので
はないか、そういった点も詳らかにする目論み
もあった。それら意見を深めるために当事者の
意見——実際のユーザーの視点、地域で活動す
る支援者の立場からー忌憚ない指摘などを期待
した。シンポジストは、倉知延章さん、近藤伸

介さん、清野知樹さん、宇田川健さんにお願いし、
司会は田尾、肥田が担当した。

紙幅の関係上、各シンポジストの要旨は省略せざ
るを得ないため、学会機関誌をぜひご参照してい
ただきたい。

学会シンポジュウム終了後、様々なご意見をいた
だいた。「もっと深い議論を期待していた」「テー
マの設定がいまひとつだった」というものから、

「久しぶりにわくわくして聞けた」「シンポジスト
の発言にもっと質問をしたかった」などであった。
端的に「おもしろかったよ」と声を書けてくださ
る方が多く、その数と同じくらい「つまらなかっ
た」の声もいただいた。この振幅の大きさが今回
のテーマの難しさと医師教育に対する「期待」の
顕れだと感じた次第である。
最後にフロアからのコメント要旨を引いて稿をと
じたいと思う。「医師教育は精神科医がいかにそ
の権力を行使しないですむのかを教えることにあ
る」---- こういった根源に立ち返る契機の場に学
会シンポジュウムはなっていたのだろうか。

肥田　裕久（医療法人社団宙麦会　ひだクリニック）

03

シンポジスト（左から）
　宇田川　健（NPO 法人コンボ共同代表）
　清野　知樹（吉祥寺病院）
　近藤　伸介（東京大学医学部精神科）
　倉知　延章（九州産業大学）

座長
　肥田　裕久

（医療法人社団宙麦会 ひだクリニック）
　田尾有樹子

（社会福祉法人　巣立ち会）
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私は現在、精神科の専門研修医の 2 年目にあた
ります。昨年度から研修の一環として、精神科
単科病院での週 4.5 日の研修に加え、社会福祉
法人・巣立ち会で週 0.5 日の研修を行なってお
ります。社会福祉法人で研修をする精神科医は
国内ではほとんどおりませんので、私は非常に
貴重な経験ができていると日々感じております。
巣立ち会のご縁で先日の当学会にて、未来の若
手の教育を考えるシンポジウムに教育を受けて
いる側として参加させていただきました。ここ
では私の巣立ち会での取り組みについてと、研
修を続けて感じていることを話させていただき
ます。
私はこれまで、スタッフのグループホーム利用
者訪問時に同伴する、就労継続支援 B 型で利用
者の作業に同席する、スタッフと一緒にケース
検討をする、退院支援に同行する、新規利用者
のケースの面接に同席する、利用者の食事会に
同席する、などといった取り組みをさせていた
だきました。今後はリカバリーカレッジへの参
加や、利用者の身体的健康の向上の取り組みへ
の協力なども行なっていく予定です。
病棟で医師として実際のケースを担当している
と、初学者は症状や経過といった側面に意識が
向きがちなように思います。最近の研修では、
入院中の生活の様子は良く把握していても、入
院前や退院後の実際の生活の様子を見る機会は
多くはありません。外来では退院後の生活状況

について想像力を働かせるわけですが、実際に
自宅に訪問して見るのは正に「百聞は一見に如
かず」であり、外来では予想していなかった内
容で困っていることがわかることもありました。
また、入院中や外来では暗く変化の少ない表情
の当事者が、自宅や作業中には笑顔を覗かせて
いるのを見ても、私はその当事者の一側面しか
見ることができていなかった事を痛感させられ
ました。
私の方からもスタッフや当事者の力になれるこ
ともあります。例えば、精神症状についてや、
向精神薬の薬理作用や副作用について、あるい
は身体疾患について、医療的な知識の提供をす
ることができます。これにより、スタッフや当
事者に、生活面で注意すべき点や、逆に心配し
すぎなくて良い点について、伝えていくことが
できています。
この研修では、地域の支援者と顔の見える関係
性を作りやすいように思います。地域の支援者
と互いに相談しやすい関係性を作ることで、総
合的に当事者を支援しやすくなると感じており
ます。
元々は上級医の勧めと巣立ち会のご好意で始
まった研修ですが、非常に有意義な経験ができ
ていると思っております。今後も医療と地域の
つながりを強化できるような、同様の研修が試
みられていくことを期待しております。

清野　知樹（東大病院専門研修医 / 吉祥寺病院 / 巣立ち会）

第 24 回長野大会　学会シンポジウム

専門研修医の社会福祉法人での研修についての報告
パネリスト報告
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作業療法士として精神科リハビリテーションの
分野に携わるようになり、今年で 6 年が経とう
としています。第 24 回長野大会では、実行委
員として参加する機会をいただき、微力ながら
大会運営の力になれたことを嬉しく思っており
ます。また、今回はポスター発表の演者として、
口頭発表やシンポジウムなどの企画にいち会員
としても参加させていただきました。運営側、
演者、参加者の３つの立場から学会に携わらせ
ていただいたことは自分にとって大変貴重な経
験となりました。
さて、実行委員会としての私の仕事は「総合受
付案内係」でした。全国から信州の会場に来て
最初におもてなしをする大会の窓口ということ
もあり、大会の印象すらも左右しかねない重要
な場所だとひとり緊張していました。至らぬ点
もあったかと思いますが、周りの方々に助けて
もらいながら自分らしいおもてなしができたの
ではないかと思っております。大会中は全国各
所からのたくさんの参加者の方々と交流するこ
とができ、積極的に学ぼうとする方々の姿勢が
自分にとって大変刺激となりました。特にポス
ター発表時にはフリーディスカッション形式と

いうこともあり、堅苦しくない雰囲気で有意義
な意見交換をおこなうことができました。今回
のテーマである「くらしとかつどうを支えるリ
ハビリテーション」の実現のために、参加者が
真剣な討論と発表、情報共有がおこなえていた
のも、そのような環境作り・雰囲気作りができ
ていたからこそだと思います。
大会実行委員という立場だったからこそ、裏で
支えるたくさんの人たちの存在を知りましたし、
大会が成功に終わったのも、そして参加者が安
心して勉強することができたのも、大会のため
にコツコツと準備を積み重ねてきた人たちの存
在があってからこそだと思います。あらためて
裏で支えている方たちへの感謝を忘れてはなら
ないなと感じました。
この大会を期に「たくさん学んで、臨床で役立
てたい！」という思いがより一層強くなりまし
た。今大会で発表されていた「IPS」「リカバリー」

「メタ認知トレーニング」「IMR」「BACS」は私が
「もっと学びたい」と感じたものたちです。これ
らの大会で撒かれた種を自分なりに学んで、臨
床で育て、精神障がい者のくらしとかつどうの
充実につなげていきたいです。

長野大会実行委員　金澤　知里（城西病院）

～実行委員の立場から～04

第 24 回長野大会時研修セミナーは、2016 年
11 月 30 日の午後に JA 長野県ビルで開催され
ました。多くの参加をいただき感謝申し上げま
す。
　今回の研修セミナーは、新たに佐藤純氏の「メ
リデン版訪問家族支援」を加えた 9 セミナーを
13 時 30 分から 16 時 30 分まで同時に実施し、
159 名の参加をいただきました。会員が 52 名、
非会員が 107 名の参加でした。会員・非会員比

率は、約 3 対 7 の割合でした。
　平成 29 年度の研修セミナーは、2017 年 11
月 16 日（木）に第 25 回久留米大会（福岡県久
留米市）時に開催予定です。詳しい内容が決ま
り次第お知らせいたします。
　最後に、研修セミナー運営のため、早朝より
ご準備いただきました長野大会実行委員の方々
に感謝申し上げます。

研修担当理事　平賀　昭信

05 長野大会 研修セミナー報告

第 24 回長野大会を終えて
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和田　萌樹（医療法人資生会　八事病院）

　長野県にて行われた精神障害者リハビリテー
ション学会に参加をさせて頂いた。今学会には
初めての参加であったが、様々な発見や気づき
があり自分にとって実りの多いものとなった。
　研修セミナーでは事例提供をさせて頂いた。
当事者の方を含め様々な方が参加されており、
多様な立場からの意見や質問があった。それに
答えていく中で、自身の視野の狭窄さに気がつ
き、支援の方向性を改めて考えることができた。
　また口頭発表では様々な機関が行っている独
自の取り組みを聞くことができ、その中には普
段の業務に取り入れられそうなことがいくつも
あった。日々業務をこなすことに必死であった
が、自分自身が常に知識を得て、新しい取り組
みをしていかなければならないと身の引き締ま

る思いであった。
　今学会のテーマは「くらしとかつどうを支え
るリハビリテーション」であり、精神科病院で
働いている精神保健福祉士としてどのようなリ
ハビリテーションができるのか、深く考える学
会となった。退院支援を行う中で「くらしとか
つどう」という視点は欠かせないものであり、
その人が退院後どのような暮らしをしていくの
か、そのために何か必要なのかといったことを
考えていかなくてはならない。学会に参加する
ことによって支援の再点検をすることができ、
今後についても沢山の学びを得ることができた。
学会で得たことを生かし、今後も頑張っていき
たい。

学会に参加してみて
セミナー参加者報告
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06
実行委員長・事務局長　内野俊郎　( 久留米大学医学部神経精神医学講座 )

　「精神障害のある方々が地域社会の中であた
りまえに暮らしていくことができるようにな
る」ことを目標に、多くの問題に幅広い立場の
人たちが取り組んできた精神障害者リハビリ
テーション学会も、その創設から四半世紀を迎
えます。25 年前と比べた時、精神障害を持つ人
たちを取り巻く状況が大きく変化したところも
ありますし、まだまだより良いものに変わって
いく余地の大きい部分も残されています。しか
し、真の意味でのリカバリーを追求することが
精神科医療や精神保健福祉の目指すべきところ
であるという理念は定着しつつあるのではない
でしょうか。それと同時に、従来の精神科医療
システムやリハビリテーションサービスの不十
分な点や弊害といったものも明らかになりつつ
あるのもまた事実です。そういった現状を踏ま
え、今回の大会テーマは第 1 回実行委員会で「未
来へつなげるリカバリー～四半世紀を経て理想
から実現へ～」とすることを決めました。
　この案内を書いている 1 月末時点では、２つ
のシンポジウムと大会長講演、教育講演、2 つ予
定している特別講演のうちの 1 つ、市民公開講
座の内容などが決まったところです。幅広い立

大 会 テ ー マ：未来へつなげるリカバリー～四半世紀を経て理想から実現へ～
会 　 　 　 期：2017 年 11 月 16 日 ( 木・サテライト企画 & 研修セミナー )・17 日 ( 金 )・18 日 ( 土 )
会 　 　 　 場：久留米シティプラザ
大 　 会 　 長：内村　直尚 ( 久留米大学医学部神経精神医学講座　教授 )
副  大  会  長：冨松　愈 ( 医療法人冨松記念会三池病院　理事長 )
　 　 　 　 　 　皿田　洋子 ( 福岡大学人文学部教育・臨床心理学科　教授 )
実 行 委 員 長：内野　俊郎 ( 久留米大学医学部神経精神医学講座　講師 )
副実行委員長：坂本　明子 ( 久留米大学文学部社会福祉学科　准教授 )

場から集まっていただいた実行委員やプログラ
ム委員のみなさまと話し合いを重ねながら、こ
れまでの 25 年のリハビリテーションの歩みを振
り返ることができ、これから地に足の着いたリ
カバリーの実現を信じられるような内容への充
実を図っていきます。決定したことは随時大会
ホームページでご案内していきますが、夏ころ
までには学会企画のシンポジウムも加わった魅
力ある大会のご案内をできるものと思っており
ます。
　また、本精神障害者リハビリテーション学会
との共催である 25 回大会のプレ大会 ( 仮 ) も 5
月 19 日 ( 金 ) に同じく久留米シティプラザで行
うことが決定しております。プレ大会では沖縄
から学会理事である神谷牧人氏をお迎えして副
実行委員長でもある坂本明子氏とのコラボレー
ションを予定しております。
　開催地である福岡県久留米市は、県南部、九
州一の大河である筑後川をはさんで隣は佐賀県、
さらに大分県の日田などに隣接する交通の要衝
にあります。福岡空港からバスなどを利用して
約 1 時間、九州新幹線を利用すれば博多駅から
わずか 10 数分、新大阪からでも 3 時間はかかり

第 25 回久留米大会のご案内

第 25 回久留米大会概要
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ません。天神や博多からですと西鉄電車でも JR
在来線でも 30 分内外で、近隣には菅原道真、飛
梅で有名な太宰府天満宮や九州国立博物館、川
下りなどで知られる柳川、さらには原鶴、二日
市といった有名な温泉地もひかえており、学会
の後にゆっくりと九州を味わうには至便の土地
です。また、久留米は人口当たりの焼き鳥屋さ
んの数が長く全国一であったことや九州の豚骨

　2012 年 4 月から事務局長を務めてまいりましたが、気がつけば 5 年近い歳月が流れていました。
引継ぎの後、新宿某所にあった前々事務局の荷物を倉庫に片付けに行き、蚊に刺されながら 1 日かかっ
て整理したことを昨日のように思い出します。いろいろと至らないことも多く、皆様にはご迷惑を
おかけした点もあったかと思いますが、今後も吉田先生のお手伝いをしたいと思っておりますので、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

岩崎　香（早稲田大学）

　昭和女子大学で教員をしております吉田光爾と申します。2017 年から新しく事務局を引き受けさ
せて頂くことになりました。
　私自身も前事務局の岩崎先生には、会員として（会費の納入など…）様々な面で問い合わせをさ
せて頂いたことがあり、その都度手厚いサポートを頂きました。先生を見倣い、会員の皆様が本学
会にて安心して活動頂けるよう邁進してまいりますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

吉田　光爾（昭和女子大学）

ラーメン発祥の地であるなど B 級グルメでも知
られていますし、筑後川の清流に育まれた日本
酒の酒蔵も数多く、味覚の楽しみにも事欠きま
せん。懇親会は移動する必要のない学会場で地
元の食材を堪能していただこうと準備を整えて
いるところです。
　大会長をはじめ、実行委員一同で多くのみな
さまのご参加を、心よりお待ちしております。

07

【新事務局】

事務局からのお知らせ


